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好きなまちでいきいきと暮らし、住み慣れたまちで安心して老いたい

（12）

　直方市にふくし生協が誕生したのは今から 

28年前のことです。介護保険開始前夜であり、こ

れからの高齢者の行く末を案じた先輩の方たち

が、「いつまでも高齢者が元気に働き、住み慣れ

た地域でいきいきと助け合いながら生きていき

たい」との願いで、鞍手町と高齢者事業団の共催

でヘルパー２級養成講座をスタートしました。

『介護に困っているニーズに応えたい、いつまでも主婦が特技を活かして働き続けることが

でき、地域の役にも立てる、住み慣れた地域で仕事ができる場所』として発足しました。これ

まで別の仕事をしていた先輩たちが、ヘルパー事業所へ舵を切り、ゆめはうすが作られました。

　私は事業所が出来て一年後に菅原豊さん（当時の理事）が、我が家の玄関に立っていて、『ふ

くし生協に入って仲間として働いてほしい』と言われて働くことになりました。当時は介護を

勉強しながら、運営委員会に参加して、組合員、理事さんら役員の思いや熱意に触れ、感銘を

受け、活動にのめりこみました。

　菅原さんが、『ふくし生協はね、大きくなるよう～』『私の団地にひとりぼっちの高齢者がいない

ようにしたいなあ』と明るく夢とロマンを語らっていた、いつもの笑顔が忘れられません。昨年、

奥さんの清美さんとともに他界されてしまいましたが、そうした思いのつまった直方事業所に

て清美さんをお看取りすることができ、豊さんも清美さんへの献身的介護をされてから旅立た

れました。その熱い思いはこれからのふくし生協を担う職員へ伝えていきたいと思います。

ふくし生協誕生ものがたり
▲ほのぼの消しゴム版画作品（版：加治美千代　字：鶴田輝子）

2016年  直方事業所  支部運営委員会

（１） 応募作品は応募者本人が制作した未発表のオリジナル作品に限ります。
（２） 既存のキャラクター、ロゴ、イラスト等に類似・依拠した作品は応募できません。
（３） 応募点数に制限はありませんが、1応募につき1作品とします。
（４） 応募作品の作画方法は問いませんが、AI等の生成ツールで作成された画像、他者が作成した素材を組み
　　 合わせた作品、またはそれらの一部を利用した作品は応募できません。
（５） 選定後、お送りいただいた作品の著作権は全てふくし生協へ帰属します。

ふくし生協では、法人の想いをより多くの方に親しみやすく伝えることを目的として、法人PRオリジナル
キャラクター のデザインおよび名称を募集します。採用されたキャラクターはSNSや送迎車装飾等、さ

まざまな場面で広く活用する予定です。ふくし生協のイメージや価値観が伝わるもの・幅広い世代に親しまれるもの・各
種印刷物、ホームページ、グッズなどに活用できるものを満たすキャラクターを募集いたします。是非ご応募ください！

ふくし生協 新法人PRオリジナルキャラクター募集ふくし生協 新法人PRオリジナルキャラクター募集
１ 目 的

３ 賞

５ 応 募 方 法

２ 募 集 期 間

４ 応 募 規 定 お よ び 注 意 事 項

2026年9月18日（金）～2026年11月30日（月）

最優秀賞（マスコットキャラクター採用作品１点） 1名　賞金2万円

福岡県福岡市博多区中洲5-1-22-6F
ふくし生協本部事務局「法人キャラクター選考委員会」宛へ郵送
または　右QRの専用フォームより回答（googleアカウントの作成が必要です）

高齢者が輝く地域を目指して
～ゆめはうす・職種転換で事業所をスタート～

　ふくし生協が歩んできた歴史には多くの方々の力がありました。今号よりふくし生

協の立ち上げにご尽力していただいた創設期の貴重な証言を、次の世代にその思

いや情熱を引き継いでいけるよう、特集連載にて紡いでまいります。

理事　田代 直世

（２） 応募先

（１） 応募作品について

専用フォーム

①作品の正面・背面・横面のデザインを提出してください。
　※三面が望ましいですが、正面・背面の2面のみでも応募可とします。
②応募フォームの各欄には漏れのないようにご記入ください。
③データ形式：jpg/png/pdfのいずれかの画像データ、10MB以下、A4サイズ以内
　※手描き作品はスマートフォンの撮影画像または郵送でも可 
④ファイル名に名前をご記載ください。（例：fukushi sasae.jpg） 



振込手数料は法人負担です。
お振込みの際は、同封しております用紙内の「出資金として」または「令和８年熊
本地震 被災者支援募金」の内希望するチェック欄に印をつけていただくととも
に、ご本人様のお名前、住所、ご連絡先を必ずご記入頂きますようお願いします。

（注記） ・
・

　福岡県高齢者福祉生活協同組合（以下「ふくし生協」）は、「好きなまちでいきいきと暮らし、住み慣
れたまちで安心して老いたい。」こんな思いの人が集まってお金を出し合ってつくっている組織です。

　出資金は組合員が自分たちのために出しあい、自分たち

の事業をすすめるための元手（もとで）です。ふくし生協の新

たな事業所の整備や、住みよいまちづくり運動の発展のため

に使われます。

　出資金は、入会金や年会費ではなく、また
寄付でもありません。出資者本人のもので

す。利息は付きませんが脱退時には返還され

ます。組合加入時には1口（5,000円）以上の

出資をお願いしています。ふくし生協は、その

出資金をお預かりし活動している法人です。

　ふくし生協は、組合員自らの要求や願いに
基づいて活動する組織です。組合員になる

と、出資・利用・運営に直接参加し、要求や目

標を実現するために活動していきます。

2026年（令和８年）９月発行（２）（３）2026年（令和８年）９月発行 No.141No.141

ともに繋がる・働く仲間づくりをすすめましょう！

組合員数
７月末
６月

７月

組合員数
新規加入者
法定脱退者
新規加入者
法定脱退者

5021人
24名
1名
24名
3名

出資金額
７月末出資金総額
　      3億6,929万7,952円

生協強化月間が１０月より始まります。組織拡大の取り組みとして、本強化月間は、
地域の高齢者支援を継続・拡大するために、５つの重点課題を集中的に推進し
ていきます。取り組みに際して組合員の皆さんのお力をぜひお貸しください。
　①組合員ふやしをおこないます。
②出資金を増やします。
③拠点、語り合いの場づくりに事業所がなります。
④ふくし生協の協力者、今後の担い手を増やします。
⑤組織運動の意義や活動について学びます。
〇組合員拡大～12月末の到達目標
　新規組合員：280名
〇出資金増資～12月末の到達目標
　出資額：2800万円
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ふくし生協の組織拡大にご協力ください
生 協 強 化 月 間

　令和8年熊本地震により被災された皆さまへ、心よりお見舞い申し上げます。

　７月28日に発生した令和８年熊本地震では熊本県内の広い地域で甚大な

被害が生じ、多くの方々が不安な避難生活を余儀なくされています。

　被災地への支援の輪を広げるため、「令和８年熊本地震 被災者支援募金」

を下記の期間で実施いたします。皆さまからお寄せいただいた支援募金は、日

本赤十字社への基金として責任をもって送金いたします。被災された方々の生

活再建の一助となるよう、温かいご協力を心よりよろしくお願い申し上げます。

震災支援募金活動に取り組みます

取り組み期間：２０２６年９月～１２月末日まで　同封の郵便払込用紙をご活用ください！

【出資・利用・運営参加に結びついた出資金】

【出資金とは出資者本人のもの】 【夢の実現のために組織拡大を】

（名称：「令和８年熊本地震 被災者支援募金」）
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を下記の期間で実施いたします。皆さまからお寄せいただいた支援募金は、日

本赤十字社への基金として責任をもって送金いたします。被災された方々の生

活再建の一助となるよう、温かいご協力を心よりよろしくお願い申し上げます。

震災支援募金活動に取り組みます

取り組み期間：２０２６年９月～１２月末日まで　同封の郵便払込用紙をご活用ください！

【出資・利用・運営参加に結びついた出資金】

【出資金とは出資者本人のもの】 【夢の実現のために組織拡大を】

（名称：「令和８年熊本地震 被災者支援募金」）
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「
昭
和
私
た
ち
の
同
時
代
史
」

を
学
ぶ

　
押
入
れ
の
書
棚
で「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

教
育
テ
レ
ビ『
人
間
大
学（
１

９
９
４
年
４
月
―
６
月
）』放

送
テ
キ
ス
ト
講
師
著
者
澤
地

久
枝『
昭
和
私
た
ち
の
同
時

代
史
』」に
再
会
。「
そ
の
時
代

を
生
き
た
人
々
の
生
活
を
抜

き
に
し
て
は
、歴
史
は
真
の
歴

史
た
り
得
な
い
。金
融
恐
慌
に

よ
る
幕
あ
き
か
ら
、新
憲
法
制

定
ま
で
、貧
し
さ
と
い
く
さ
の

日
々
を
通
し
て『
昭
和
』を
見

直
す
体
験
的
同
時
代
を
綴

る
」と
述
べ
、12
回
の
テ
ー
マ「
暗

い
幕
あ
き
」「
有
事
の『
作
為
』」

「
文
化
の
闇
」「
テ
ロ
ル
の
行
方
」

「
戦
争
と
女
性
」「
帰
ら
ざ
る

夏
の
の
ち
に
」「
病
魔
と
飢
餓
」

「『
い
く
さ
』に
ふ
れ
る
」「
国
境

を
越
え
た
女
た
ち
」「
五
十
回

忌
の
年
」「
難
民
」「
歴
史
の

旅
」で
は
、「
私
は『
忘
れ
ら
れ

た
歴
史
』を
書
く
人
間
で
あ
ろ

う
と
努
め
て
き
た
よ
う
だ
」と

い
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、根
気

が
薄
い
私
で
も
、当
時
毎
回
30

分
最
後
ま
で
学
び
続
け
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
澤
地
さ
ん
の
デ
ビ
ュ
ー
作
は

『
妻
た
ち
の
二
・
二
六
事
件
』

（
中
央
公
論
社
１
９
７
２
年

刊
）。私
が
学
生
時
代
に
関
心

持
っ
た『
二
・
二
六
事
件「
昭
和

維
新
」の
思
想
と
行
動
』（
高

橋
正
衛
著
・
中
央
公
論
社
新

書
）」の
実
質
そ
の
資
料
収
集

を
果
た
し
た
の
が
、当
時
著
者

と
仕
事
を
共
に
し
た
澤
地
さ

ん
。事
件
を
起
こ
し
た
者
に
は

関
心
が
持
た
れ
て
き
た
が
、

「
沈
黙
し
耐
え
て
い
る
人
間
の

内
側
に
あ
る
感
情
、嘆
き
、痛

み
、憤
り
を
他
人
事
で
は
な

く
、感
じ
る
よ
う
な
人
生
遍

歴
が
私
に
も
あ
る
」と
し
て

綴
っ
た
作
品
。後
に
、ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
作
家
と
し
て
、多
く

の
名
作
を
生
み
、１
９
８
８
年

に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集「
消
さ
れ
た

真
実
」と
共
同
取
材
し
た『
雪

は
汚
れ
て
い
た
―
昭
和
史
の

謎
最
後
の
秘
録
』を
刊
行
し
、

二
・
二
六
事
件
の
衝
撃
的
な
真

実
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

「
九
条
の
会
」の
呼
び
か
け
人

国
民
に
勇
気
と
確
信
を
与
え

続
け
る
偉
大
な
人

 

21
世
紀
に
な
っ
て
、澤
地
さ
ん

の
願
い「
反
戦
平
和
」と
逆
行

す
る「
憲
法
九
条
を
改
悪
し
、

戦
争
へ
の
道
」が
急
速
化
す
る

中
で
、２
０
０
４
年
６
月
に「
憲

法
九
条
を
守
る
」の一
致
点
で
、

「
九
条
の
会
」の
国
民
的
運
動

を
９
人（
井
上
ひ
さ
し
・
小
田

実
・
大
江
健
三
郎
・
加
藤
周
一・

三
木
睦
子
・
梅
原
猛
・
奥
平
康

弘
・
鶴
見
俊
輔
・
澤
地
久
枝
）

が
呼
び
か
け
ま
す
。そ
の
一
人

と
し
て（
現
在
唯
一
の
生
存

者
）、今
日
で
も（
１
９
３
０
年

生
）常
に
可
能
な
限
り
意
思
表

示
と
行
動
を
さ
れ
、『
反
戦
平

和
』を
願
い
求
め
る
国
民
に
ど

れ
ほ
ど
勇
気
と
確
信
を
与
え

て
く
れ
て
い
る
か
は
、福
岡
の

地
で「
九
条
の
会
」運
動
に
参

加
し
て
き
た
一
人
と
し
て
も
、

心
の
底
か
ら
そ
う
思
い
ま
す
。

　「
武
力
で
平
和
は
つ
く
れ
な

い
」と
い
わ
れ
た
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
の
中
村
哲
医
師
を
澤
地
さ

ん
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た『
人
は

愛
す
る
に
足
り
、真
心
は
信

ず
る
に
足
る
―
ア
フ
ガ
ン
と

の
約
束
』（
岩
波
書
店
２
０
１

０
年
刊
）に
触
れ
た
か
っ
た
の

で
す
が
、ま
た
の
機
会
に
と
思

い
ま
す
。

（
日
下
部
恭
久

　東
区
香
椎
在
住
）

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い「
文
庫
の
主
人
公
」
そ
の
14

非
戦
平
和 

九
条
活
か
せ 

常
に
先
頭
に

　1941年私が生まれた年の12月８日、日本軍の真

珠湾攻撃から始まり第二次世界大戦が勃発しまし

た。終戦時４才で戦時中のことは、あまり覚えてい

ません。防空頭巾をかぶっていた事や夜になると燈

火管制とかで電球の笠に風呂敷をかぶせ明かりが外にもれないように

していた事ぐらいです。小学校の六年生までは、戸畑に住んでいてここ

では空襲はなかったようです。８月は６日の広島、９日は長崎と原爆記念

日があり、15日は終戦記念日と続きます。

　原水爆禁止世界大会も開かれ、それに向けての平和行進もあります。

若い頃はこの大会にも何度も参加し平和行進も昨年までは毎年歩いて

いました。戦後の食糧難と物資の不足で大変つらい思いをしました。米、

魚、野菜すべて配給制でいつもひもじい思いをしていました。小学校に

入学してもランドセルはなく、母が博多織の帯でさげカバンをを作ってく

れました。雨が降れば雨靴等なく、はだしで通学していました。こんなつ

らい思いは二度としたくありません。世界のどこかで今でも戦争は続け

られています。日本には世界に誇れる憲法９条があります。今、高市政権

はこれを変えようとしています。絶対に阻止しなければなりません。地域

では広島の高校生がかいた原爆の絵の展示会や駅前での平和を訴え

るアクション、憲法９条改悪反対の署名簿に取り組んでいます。暑さに負

けず共に頑張りましょう。

戦後81年　平和について思う

語 り 継 ぐ 戦 争 体 験

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

　澤
地 

久
枝
さ
ん

 北九州事業所職員組合員　板山 一子
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ぜ ひ「 ひ ゃ く さ い 」に 投 稿 し て 下 さ い
機関紙「ひゃくさい」では皆様のご投稿をお待ちしています。　例えば

◆ わたしのサークル活動
◆ 私の長生き健康法
◆ わが職場自慢
◆ 読者エッセイ

◆ 事業所料理紹介
◆ うちの近くのラーメン屋
◆ 映画観てきた記
◆ こんな本読んだ？　　　などなど

ぜ ひ「 ひ ゃ く さ い 」に 投 稿 し て 下 さ い
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8
月
か
ら
の
高
額
療
養
費
は
？

Q
　
私（
63
歳
・
会
社
員
）は
、

昨
年
か
ら
病
気
で
入
退
院
を
繰

り
返
し
て
い
ま
す
。現
在
休
職

中
で
、
医
療
費
の
負
担
が
家
計

に
き
び
し
い
で
す
。８
月
か
ら
自

己
負
担
が
増
え
る
と
聞
い
た
の

で
、心
配
で
す
。

A
　
医
療
機
関
で
治
療
を
受

け
た
場
合
の
自
己
負
担
割
合

は
、
一
部
の
人
を
除
い
て
原
則
３

割
で
す
。３
割
負
担
で
あ
っ
て

も
、入
院
、手
術
、特
別
な
治
療

な
ど
医
療
費
が
高
額
に
な
る
と

自
己
負
担
額
は
大
き
く
な
り

ま
す
。そ
こ
で
自
己
負
担
額
を

軽
減
で
で
き
る
よ
う
に
高
額
療

養
費
制
度
が
あ
り
ま
す
。こ
の

制
度
で
は
医
療
機
関
や
薬
局
で

支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が
年
齢

や
所
得
に
応
じ
た
上
限
額
を
超

え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
分
が

払
戻
し
さ
れ
ま
す
。制
度
上
は

「
払
戻
し
」
で
す
が
、
マ
イ
ナ
保

険
証
や
限
度
額
適
用
認
定
証

を
提
示
す
れ
ば
、
支
払
い
は
上

限
額
ま
で
で
す
。あ
と
で
払
戻

し
の
手
続
き
を
し
な
く
て
す
み

ま
す
。低
所
得
者
に
該
当
す
る

場
合
は
手
続
き
が
必
要
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。そ
の
他
、
複
数
の

病
院
を
受
診
、
複
数
の
家
族
の

受
診
な
ど
で
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　
２
０
２
６
年
８
月
か
ら
の
高

額
療
養
費
制
度
は
、
低
所
得
者

へ
の
配
慮
は
あ
り
ま
す
が
、
自

己
負
担
上
限
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
一
般
的
に
は
毎

月
の
負
担
額
は
増
え
ま
す
。た

だ
し
、長
期
に
わ
た
っ
て
治
療
を

受
け
て
い
る
人
に
は
、も
と
も
と

「
多
数
回
該
当
」と
い
う
制
度
が

あ
り
、
直
近
12
ヵ
月
の
間
に
高

額
療
養
費
に
該
当
し
た
月
が

３
ヵ
月
以
上
あ
る
場
合
は
、４
ヵ

月
目
以
降
は
自
己
負
担
限
度

知
恵
の
輪 

〜 

コ
ラ
ム

額
が
さ
ら
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
改
定
で
新
設
さ
れ
た

の
が
、
自
己
負
担
の
年
間
上
限

額
で
す
。月
ご
と
の
自
己
負
担

限
度
額
が
上
が
る
と
、確
か
に
、

短
期
の
治
療
で
は
負
担
が
増
え

る
と
言
え
ま
す
。し
か
し
、長
期

に
わ
た
り
療
養
が
必
要
な
人
に

つ
い
て
は
、年
間
上
限
額
が
設
定

さ
れ
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
年

間
の
自
己
負
担
が
改
定
前
よ
り

減
額
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

　
８
月
か
ら
高
額
療
養
費
制

度
を
利
用
す
る
す
べ
て
の
人
の

自
己
負
担
が
増
え
る
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

入
院
期
間
は
平
均
的
に
短
く

な
っ
て
い
ま
す
。短
期
の
治
療
の

場
合
は
、
医
療
費
負
担
は
増
え

る
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。ま
た
２

０
２
７
年
８
月
に
は
、さ
ら
に
高

額
療
養
費
の
改
定
が
待
ち
受
け

て
い
ま
す
。

（
社
会
保
険
労
務
士

　菅
野
美
和
子
）

　皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
ぬ
く
も

り
事
業
所
で
す
。３
月
号
の
ひ
ゃ

く
さ
い
に
掲
載
さ
れ
、
今
年
２

回
目
の
登
場
と
な
り
ま
す
！

今
、
ぬ
く
も
り
で
は
色
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
移
動
販
売
。月
に

１
度
、
ぬ
く
も
り
の
駐
車
場
に

た
く
さ
ん
の
荷
物
を
の
せ
た
車

が
到
着
、
あ
っ
と
い
う
間
に
お
店

に
早
変
わ
り
。果
物
、野
菜
に
お

菓
子
、
明
太
子
に
ア
イ
ス
な
ど

利
用
者
様
の
目
が

光
り
そ
う
な
も
の

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。移

動
販
売
と
い
え
ば
、

少
し
お
値
段
が
高
い

の
で
は
？
と
思
わ
れ

る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が（
私
も
そ
う

思
っ
て
ま
し
た
）
ま

さ
か
の
ス
ー
パ
ー
と
同
じ
お
値

段
！
お
買
い
得
品
も
た
く
さ

ん
。商
品
を
見
て
回
る
ワ
ク
ワ
ク

感
、
お
買
い
得
品
を
み
つ
け
た

時
の
嬉
し
さ
が
お
買
い
物
の
醍

醐
味
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

利
用
者
様
も
目
を
輝
か
せ
な
が

ら
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
手
に
と

ら
れ
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
時
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
手
作
り
お
や
つ
。週

に
一
度
、
職
員
が
シ
ェ
フ
に
大
変

身
。利
用
者
様
も
楽
し
み
に
さ

れ
て
お
り
、「
誰
も
み
て
な
か
っ

た
ら
お
皿
ま
で
舐
め
た
い
ね
」

「
生
き
て
て
よ
か
っ
た
〜
！
」
な

ど
シ
ェ
フ
も
お
も
わ
ず
ふ
き
だ

し
て
し
ま
う
よ
う
な
お
言
葉
を

頂
い
て
い
ま
す（
笑
）。

　
３
つ
目
は
、
運
動
会
や
夏
祭

り
な
ど
の
一
般
的
な
行
事
と
は

別
に
、
月
に
１
回
職
員
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。な

に
を
隠
そ
う
ぬ
く
も
り
の
職
員

は
色
々
な
才
能
を
隠
し
も
っ
て

い
ま
す
！
７
月
は
モ
ー
ル
を
つ

か
っ
た
花
束
作
り
。８
月
は
子

宝
草
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
作
り
。

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
イ
ン
ス
タ
も
始
め

ま
し
た
。利
用
者
様
の
日
常
な

ど
色
々
掲
載
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

（
所
長

　猪
木
原 

崇
子
）

事
業
所
取
り
組
み 

ぬ
く
も
り
事
業
所

ぬくもり
インスタ



ぜ ひ「 ひ ゃ く さ い 」に 投 稿 し て 下 さ い
機関紙「ひゃくさい」では皆様のご投稿をお待ちしています。　例えば

◆ わたしのサークル活動
◆ 私の長生き健康法
◆ わが職場自慢
◆ 読者エッセイ

◆ 事業所料理紹介
◆ うちの近くのラーメン屋
◆ 映画観てきた記
◆ こんな本読んだ？　　　などなど

ぜ ひ「 ひ ゃ く さ い 」に 投 稿 し て 下 さ い
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8
月
か
ら
の
高
額
療
養
費
は
？

Q
　
私（
63
歳
・
会
社
員
）は
、

昨
年
か
ら
病
気
で
入
退
院
を
繰

り
返
し
て
い
ま
す
。現
在
休
職

中
で
、
医
療
費
の
負
担
が
家
計

に
き
び
し
い
で
す
。８
月
か
ら
自

己
負
担
が
増
え
る
と
聞
い
た
の

で
、心
配
で
す
。

A
　
医
療
機
関
で
治
療
を
受

け
た
場
合
の
自
己
負
担
割
合

は
、
一
部
の
人
を
除
い
て
原
則
３

割
で
す
。３
割
負
担
で
あ
っ
て

も
、入
院
、手
術
、特
別
な
治
療

な
ど
医
療
費
が
高
額
に
な
る
と

自
己
負
担
額
は
大
き
く
な
り

ま
す
。そ
こ
で
自
己
負
担
額
を

軽
減
で
で
き
る
よ
う
に
高
額
療

養
費
制
度
が
あ
り
ま
す
。こ
の

制
度
で
は
医
療
機
関
や
薬
局
で

支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が
年
齢

や
所
得
に
応
じ
た
上
限
額
を
超

え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
分
が

払
戻
し
さ
れ
ま
す
。制
度
上
は

「
払
戻
し
」
で
す
が
、
マ
イ
ナ
保

険
証
や
限
度
額
適
用
認
定
証

を
提
示
す
れ
ば
、
支
払
い
は
上

限
額
ま
で
で
す
。あ
と
で
払
戻

し
の
手
続
き
を
し
な
く
て
す
み

ま
す
。低
所
得
者
に
該
当
す
る

場
合
は
手
続
き
が
必
要
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。そ
の
他
、
複
数
の

病
院
を
受
診
、
複
数
の
家
族
の

受
診
な
ど
で
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　
２
０
２
６
年
８
月
か
ら
の
高

額
療
養
費
制
度
は
、
低
所
得
者

へ
の
配
慮
は
あ
り
ま
す
が
、
自

己
負
担
上
限
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
一
般
的
に
は
毎

月
の
負
担
額
は
増
え
ま
す
。た

だ
し
、長
期
に
わ
た
っ
て
治
療
を

受
け
て
い
る
人
に
は
、も
と
も
と

「
多
数
回
該
当
」と
い
う
制
度
が

あ
り
、
直
近
12
ヵ
月
の
間
に
高

額
療
養
費
に
該
当
し
た
月
が

３
ヵ
月
以
上
あ
る
場
合
は
、４
ヵ

月
目
以
降
は
自
己
負
担
限
度

知
恵
の
輪 

〜 

コ
ラ
ム

額
が
さ
ら
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
改
定
で
新
設
さ
れ
た

の
が
、
自
己
負
担
の
年
間
上
限

額
で
す
。月
ご
と
の
自
己
負
担

限
度
額
が
上
が
る
と
、確
か
に
、

短
期
の
治
療
で
は
負
担
が
増
え

る
と
言
え
ま
す
。し
か
し
、長
期

に
わ
た
り
療
養
が
必
要
な
人
に

つ
い
て
は
、年
間
上
限
額
が
設
定

さ
れ
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
年

間
の
自
己
負
担
が
改
定
前
よ
り

減
額
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

　
８
月
か
ら
高
額
療
養
費
制

度
を
利
用
す
る
す
べ
て
の
人
の

自
己
負
担
が
増
え
る
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

入
院
期
間
は
平
均
的
に
短
く

な
っ
て
い
ま
す
。短
期
の
治
療
の

場
合
は
、
医
療
費
負
担
は
増
え

る
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。ま
た
２

０
２
７
年
８
月
に
は
、さ
ら
に
高

額
療
養
費
の
改
定
が
待
ち
受
け

て
い
ま
す
。

（
社
会
保
険
労
務
士

　菅
野
美
和
子
）

　皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
ぬ
く
も

り
事
業
所
で
す
。３
月
号
の
ひ
ゃ

く
さ
い
に
掲
載
さ
れ
、
今
年
２

回
目
の
登
場
と
な
り
ま
す
！

今
、
ぬ
く
も
り
で
は
色
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
移
動
販
売
。月
に

１
度
、
ぬ
く
も
り
の
駐
車
場
に

た
く
さ
ん
の
荷
物
を
の
せ
た
車

が
到
着
、
あ
っ
と
い
う
間
に
お
店

に
早
変
わ
り
。果
物
、野
菜
に
お

菓
子
、
明
太
子
に
ア
イ
ス
な
ど

利
用
者
様
の
目
が

光
り
そ
う
な
も
の

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。移

動
販
売
と
い
え
ば
、

少
し
お
値
段
が
高
い

の
で
は
？
と
思
わ
れ

る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が（
私
も
そ
う

思
っ
て
ま
し
た
）
ま

さ
か
の
ス
ー
パ
ー
と
同
じ
お
値

段
！
お
買
い
得
品
も
た
く
さ

ん
。商
品
を
見
て
回
る
ワ
ク
ワ
ク

感
、
お
買
い
得
品
を
み
つ
け
た

時
の
嬉
し
さ
が
お
買
い
物
の
醍

醐
味
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

利
用
者
様
も
目
を
輝
か
せ
な
が

ら
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
手
に
と

ら
れ
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
時
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
手
作
り
お
や
つ
。週

に
一
度
、
職
員
が
シ
ェ
フ
に
大
変

身
。利
用
者
様
も
楽
し
み
に
さ

れ
て
お
り
、「
誰
も
み
て
な
か
っ

た
ら
お
皿
ま
で
舐
め
た
い
ね
」

「
生
き
て
て
よ
か
っ
た
〜
！
」
な

ど
シ
ェ
フ
も
お
も
わ
ず
ふ
き
だ

し
て
し
ま
う
よ
う
な
お
言
葉
を

頂
い
て
い
ま
す（
笑
）。

　
３
つ
目
は
、
運
動
会
や
夏
祭

り
な
ど
の
一
般
的
な
行
事
と
は

別
に
、
月
に
１
回
職
員
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。な

に
を
隠
そ
う
ぬ
く
も
り
の
職
員

は
色
々
な
才
能
を
隠
し
も
っ
て

い
ま
す
！
７
月
は
モ
ー
ル
を
つ

か
っ
た
花
束
作
り
。８
月
は
子

宝
草
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
作
り
。

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
イ
ン
ス
タ
も
始
め

ま
し
た
。利
用
者
様
の
日
常
な

ど
色
々
掲
載
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

（
所
長

　猪
木
原 

崇
子
）

事
業
所
取
り
組
み 

ぬ
く
も
り
事
業
所

ぬくもり
インスタ



　昭
和
16
年
生
ま
れ
の
山
下
さ

ん
は
、
生
後
間
も
な
く
母
と
死

別
し
、
母
方
の
祖
母
に
育
て
ら

れ
ま
し
た
。祖
母
は
参
観
日
や

運
動
会
に
欠
か
さ
ず
参
加
し
、

戦
時
中
に
は
康
子
さ
ん
を
抱
え

て
防
空
壕
へ
逃
げ
込
ん
だ
こ
と

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
空
襲
警

報
の
サ
イ
レ
ン
と
怖
か
っ
た
記

憶
だ
け
は
残
っ
て
い
ま
す
」と
静

か
に
語
ら
れ
ま
し
た
。 

長
い
人

生
を
歩
ん
で
き
た
山
下
さ
ん
の

言
葉
に
は
、祖
母
へ
の
感
謝
と
強

さ
が
に
じ
ん
で
い
ま
し
た
。

■
祖
母
と
過
ご
し
た
幼
少
期

　
祖
母
は
「
そ
ば
に
い
て
ほ
し

い
」と
就
職
を
望
ま
ず
、
山
下
さ

ん
は
洋
裁
な
ど
多
く
の
習
い
事

を
身
に
つ
け
ま
し
た
。参
観
日

や
運
動
会
な
ど
欠
か
さ
ず
来
て

く
れ
た
祖
母
の
温
か
な
愛
情
の

中
で
育
っ
た
日
々
は
、
山
下
さ

ん
の
人
生
の
大
き
な
支
え
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
家
族
に
囲
ま
れ
た
幸
せ
な

暮
ら
し

　
洋
裁
の
先
生
の
紹
介
で
ご
主

人
と
出
会
い
、
結
婚
後
は
社
宅

に
入
る
ま
で
の
間
、
義
父
母
や

ご
主
人
の
兄
家
族
と
共
に
暮
ら

す
三
世
代
の
生
活
も
経
験
し
ま

し
た
。 「
優
し
い
家
族
に
囲
ま

れ
て
幸
せ
で
し
た
」 

と
微
笑
ま

れ
る
姿
が
印
象
的
で
す
。

■
学
生
食
堂
で
の
思
い
出

　
そ
の
後
は
農
業
高
校
の
学
生

食
堂
で
勤
務
。時
に
は
無
理
を

言
う
学
生
と
け
ん
か
し
な
が
ら

も
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
間
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小
規
模
多
機
能
ほ
ば
し
ら

村
上 

ま
ど
か

事
業
所
料
理
紹
介

長
生
き
元
気
！

　
北
九
州
事

業
所
小
規
模

多
機
能
ほ
ば

し
ら
で
作
っ

て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
ま

す
。

「
こ
い
の
ぼ
り
オ
ム
ラ
イ
ス
」

チ
キ
ン
ラ
イ
ス
を
作
っ
て
小
さ

め
の
タ
ッ
パ
に
入
れ
て
形
を
作
っ

て
う
す
焼
き
卵
を
巻
い
て
ケ

チ
ャ
ッ
プ
を
袋
に
入
れ
絵
を
書

い
て
み
ま
し
た
。

「
う
な
ぎ
丼
」
今
回
初
め
て
ほ

ば
し
ら
で
う
な
ぎ
を
出
し
て
み

ま
し
た
。
中
国
産
の
う
な
ぎ
を

使
用
し
た
の
で
下
処
理
を
し
ま

し
た
。
う
な
ぎ
を
流
水
で
洗
っ

て
臭
み
を
取
り
ペ
ー
パ
ー
で

し
っ
か
り
水
分
を
取
る
。
酒
で

蒸
し
て
（
フ
ラ
イ
パ
ン
で
も
良

い
）
タ
レ
で
焼
く
。
タ
レ
は
作
っ

て
お
い
た
物
。
国
産
の
う
な
ぎ

は
高
い
の
で
コ
ス
ト
を
抑
え
る

為
中
国
産
を
使
用
し
ま
し
た
。

下
処
理
を
す
れ
ば
美
味
し
く
食

べ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
利
用
者

様
に
は
大
好
評
で
し
た
。

　
大
正
15
年
生
ま
れ
の
上
田
綾

子
さ
ん
は
今
年
１
０
０
歳
に
な

ら
れ
ま
す
。７
人
兄
弟
の
長
女

と
し
て
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら

家
族
を
支
え
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。現
在
は
弟
さ
ん
と
同
じ
施

設
で
生
活
さ
れ
て
お
り
、「
時
々

怒
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
け
れ

ど
、
一
緒
に
い
ら
れ
る
の
は
う
れ

し
い
」と
、
穏
や
か
な
笑
顔

で
話
さ
れ
ま
す
。長
い
人
生

を
歩
ん
で
き
た
上
田
さ
ん

の
言
葉
に
は
、優
し
さ
が
に

じ
ん
で
い
ま
し
た
。

■
長
女
と
し
て
歩
ん
だ

日
々

　
７
人
兄
弟
の
長
女
と
し

て
生
ま
れ
た
上
田
さ
ん
。

幼
い
頃
か
ら
家
の
手
伝
い

を
し
な
が
ら
、
兄
弟
た
ち

を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。 「
親
か

ら
は
、
ご
飯
は
残
さ
ず
食
べ
な

さ
い
っ
て
ず
っ
と
言
わ
れ
て
き

た
ん
で
す
よ
」 
そ
の
教
え
は
今

も
変
わ
ら
ず
、
好
き
嫌
い
な
く

何
で
も
残
さ
ず
食
べ
る
習
慣
と

し
て
続
い
て
い
ま
す
。

■
農
業
と
子
育
て
、そ
し
て
家
族

　
国
鉄
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
ご

主
人
が
他
界
さ
れ
た
後
は
、
農

業
を
し
な
が
ら
二
人
の
お
子
さ

ん
を
育
て
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

忙
し
い
毎
日
の
中
で
も
、
家
族
の

た
め
に
働
き
続
け
た
姿
は
、今
も

弟
と
一
緒
に

過
ご
せ
る
幸
せ

祖
母
の
愛
に
育
ま
れ
、

家
族
と
共
に
歩
ん
だ
人
生

昭
和
16
年
生
ま
れ

山
下 

康
子
さ
ん

大
正
15
年
生
ま
れ

上
田 

綾
子
さ
ん

利
用
者
さ
ん
紹
介

周
囲
の
人
々
に
温
か
い
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

■
食
べ
る
こ
と
の
楽
し
み

　
一
番
の
好
物
は
「
お
漬
物
で

食
べ
る
白
米
」
と
、
満
面
の
笑

み
。 

食
事
は
大
き
な
楽
し
み
の

ひ
と
つ
で
、毎
日
の
ご
飯
を
心
か

ら
味
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

■
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
時
間

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
お
友

達
や
ス
タ
ッ
フ
と
の
会
話
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
を

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

思

い
出
話
を
す
る
と
き
は
、
泣
い

た
り
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
、ゆ
っ

く
り
と
優
し
い
口
調
で
語
ら
れ

ま
す
。 

そ
の
姿
は
、
周
囲
の
職

員
や
利
用
者
の
心
を
温
か
く
し

て
く
れ
る
存
在
で
す
。

■
取
材
を
終
え
て

　
取
材
の
最
後
、
上
田
さ
ん
は

手
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
り
し
め
、 「
あ

り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う
」 

と

何
度
も
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
言
葉
に
は
、こ
れ
ま
で
の
人

近
で
見
ら
れ
る
楽
し
い
日
々

だ
っ
た
と
振
り
返
ら
れ
ま
す
。 

今
で
も
そ
の
頃
の
習
慣
か
ら
、施

設
で
の
配
膳
や
下
膳
、
洗
い
物

を
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
行
い
、「
毎

日
動
く
こ
と
が
健
康
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」と
笑
顔
を
見
せ
ら
れ
ま
す
。

■
今
の
楽
し
み

　
一
番
の
楽
し
み
は
、茨
城
に
住

む
お
孫
さ
ん
に
会
う
こ
と
。 

思

い
出
を
語
る
と
き
の
優
し
い
表

情
か
ら
、
家
族
を
大
切
に
し
て

こ
ら
れ
た
人
生
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

■
取
材
を
終
え
て

　
穏
や
か
な
語
り
の
中
に
、
祖

母
の
愛
情
と
結
婚
後
、
家
族
の

温
か
さ
に
支
え
ら
れ
た
人
生
の

深
み
を
感
じ
ま
し
た
。 

施
設
で

は
１
０
０
歳
に
な
ら
れ
る
上
田

さ
ん
の
話
し
相
手
に
な
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。誰
に
で
も
優
し

い
そ
の
姿
勢
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。　
　
（
本
部 

藤
田
）

生
を
丁
寧
に
歩
ん
で
き
た
方
な

ら
で
は
の
深
い
感
謝
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。弟
さ
ん
と
一
緒

に
過
ご
せ
る
今
の
生
活
が
、こ
れ

か
ら
も
穏
や
か
で
温
か
い
時
間

と
な
り
ま
す
よ
う
に
願
い
ま
す
。

▼左より山下さん、上田さん



　昭
和
16
年
生
ま
れ
の
山
下
さ

ん
は
、
生
後
間
も
な
く
母
と
死

別
し
、
母
方
の
祖
母
に
育
て
ら

れ
ま
し
た
。祖
母
は
参
観
日
や

運
動
会
に
欠
か
さ
ず
参
加
し
、

戦
時
中
に
は
康
子
さ
ん
を
抱
え

て
防
空
壕
へ
逃
げ
込
ん
だ
こ
と

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
空
襲
警

報
の
サ
イ
レ
ン
と
怖
か
っ
た
記

憶
だ
け
は
残
っ
て
い
ま
す
」と
静

か
に
語
ら
れ
ま
し
た
。 

長
い
人

生
を
歩
ん
で
き
た
山
下
さ
ん
の

言
葉
に
は
、祖
母
へ
の
感
謝
と
強

さ
が
に
じ
ん
で
い
ま
し
た
。

■
祖
母
と
過
ご
し
た
幼
少
期

　
祖
母
は
「
そ
ば
に
い
て
ほ
し

い
」と
就
職
を
望
ま
ず
、
山
下
さ

ん
は
洋
裁
な
ど
多
く
の
習
い
事

を
身
に
つ
け
ま
し
た
。参
観
日

や
運
動
会
な
ど
欠
か
さ
ず
来
て

く
れ
た
祖
母
の
温
か
な
愛
情
の

中
で
育
っ
た
日
々
は
、
山
下
さ

ん
の
人
生
の
大
き
な
支
え
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
家
族
に
囲
ま
れ
た
幸
せ
な

暮
ら
し

　
洋
裁
の
先
生
の
紹
介
で
ご
主

人
と
出
会
い
、
結
婚
後
は
社
宅

に
入
る
ま
で
の
間
、
義
父
母
や

ご
主
人
の
兄
家
族
と
共
に
暮
ら

す
三
世
代
の
生
活
も
経
験
し
ま

し
た
。 「
優
し
い
家
族
に
囲
ま

れ
て
幸
せ
で
し
た
」 

と
微
笑
ま

れ
る
姿
が
印
象
的
で
す
。

■
学
生
食
堂
で
の
思
い
出

　
そ
の
後
は
農
業
高
校
の
学
生

食
堂
で
勤
務
。時
に
は
無
理
を

言
う
学
生
と
け
ん
か
し
な
が
ら

も
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
間
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小
規
模
多
機
能
ほ
ば
し
ら

村
上 

ま
ど
か

事
業
所
料
理
紹
介

長
生
き
元
気
！

　
北
九
州
事

業
所
小
規
模

多
機
能
ほ
ば

し
ら
で
作
っ

て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
ま

す
。

「
こ
い
の
ぼ
り
オ
ム
ラ
イ
ス
」

チ
キ
ン
ラ
イ
ス
を
作
っ
て
小
さ

め
の
タ
ッ
パ
に
入
れ
て
形
を
作
っ

て
う
す
焼
き
卵
を
巻
い
て
ケ

チ
ャ
ッ
プ
を
袋
に
入
れ
絵
を
書

い
て
み
ま
し
た
。

「
う
な
ぎ
丼
」
今
回
初
め
て
ほ

ば
し
ら
で
う
な
ぎ
を
出
し
て
み

ま
し
た
。
中
国
産
の
う
な
ぎ
を

使
用
し
た
の
で
下
処
理
を
し
ま

し
た
。
う
な
ぎ
を
流
水
で
洗
っ

て
臭
み
を
取
り
ペ
ー
パ
ー
で

し
っ
か
り
水
分
を
取
る
。
酒
で

蒸
し
て
（
フ
ラ
イ
パ
ン
で
も
良

い
）
タ
レ
で
焼
く
。
タ
レ
は
作
っ

て
お
い
た
物
。
国
産
の
う
な
ぎ

は
高
い
の
で
コ
ス
ト
を
抑
え
る

為
中
国
産
を
使
用
し
ま
し
た
。

下
処
理
を
す
れ
ば
美
味
し
く
食

べ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
利
用
者

様
に
は
大
好
評
で
し
た
。

　
大
正
15
年
生
ま
れ
の
上
田
綾

子
さ
ん
は
今
年
１
０
０
歳
に
な

ら
れ
ま
す
。７
人
兄
弟
の
長
女

と
し
て
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら

家
族
を
支
え
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。現
在
は
弟
さ
ん
と
同
じ
施

設
で
生
活
さ
れ
て
お
り
、「
時
々

怒
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
け
れ

ど
、
一
緒
に
い
ら
れ
る
の
は
う
れ

し
い
」と
、
穏
や
か
な
笑
顔

で
話
さ
れ
ま
す
。長
い
人
生

を
歩
ん
で
き
た
上
田
さ
ん

の
言
葉
に
は
、優
し
さ
が
に

じ
ん
で
い
ま
し
た
。

■
長
女
と
し
て
歩
ん
だ

日
々

　
７
人
兄
弟
の
長
女
と
し

て
生
ま
れ
た
上
田
さ
ん
。

幼
い
頃
か
ら
家
の
手
伝
い

を
し
な
が
ら
、
兄
弟
た
ち

を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。 「
親
か

ら
は
、
ご
飯
は
残
さ
ず
食
べ
な

さ
い
っ
て
ず
っ
と
言
わ
れ
て
き

た
ん
で
す
よ
」 

そ
の
教
え
は
今

も
変
わ
ら
ず
、
好
き
嫌
い
な
く

何
で
も
残
さ
ず
食
べ
る
習
慣
と

し
て
続
い
て
い
ま
す
。

■
農
業
と
子
育
て
、そ
し
て
家
族

　
国
鉄
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
ご

主
人
が
他
界
さ
れ
た
後
は
、
農

業
を
し
な
が
ら
二
人
の
お
子
さ

ん
を
育
て
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

忙
し
い
毎
日
の
中
で
も
、
家
族
の

た
め
に
働
き
続
け
た
姿
は
、今
も

弟
と
一
緒
に

過
ご
せ
る
幸
せ

祖
母
の
愛
に
育
ま
れ
、

家
族
と
共
に
歩
ん
だ
人
生

昭
和
16
年
生
ま
れ

山
下 

康
子
さ
ん

大
正
15
年
生
ま
れ

上
田 

綾
子
さ
ん

利
用
者
さ
ん
紹
介

周
囲
の
人
々
に
温
か
い
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

■
食
べ
る
こ
と
の
楽
し
み

　
一
番
の
好
物
は
「
お
漬
物
で

食
べ
る
白
米
」
と
、
満
面
の
笑

み
。 

食
事
は
大
き
な
楽
し
み
の

ひ
と
つ
で
、毎
日
の
ご
飯
を
心
か

ら
味
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

■
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
時
間

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
お
友

達
や
ス
タ
ッ
フ
と
の
会
話
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
を

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

思

い
出
話
を
す
る
と
き
は
、
泣
い

た
り
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
、ゆ
っ

く
り
と
優
し
い
口
調
で
語
ら
れ

ま
す
。 

そ
の
姿
は
、
周
囲
の
職

員
や
利
用
者
の
心
を
温
か
く
し

て
く
れ
る
存
在
で
す
。

■
取
材
を
終
え
て

　
取
材
の
最
後
、
上
田
さ
ん
は

手
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
り
し
め
、 「
あ

り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う
」 

と

何
度
も
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
言
葉
に
は
、こ
れ
ま
で
の
人

近
で
見
ら
れ
る
楽
し
い
日
々

だ
っ
た
と
振
り
返
ら
れ
ま
す
。 

今
で
も
そ
の
頃
の
習
慣
か
ら
、施

設
で
の
配
膳
や
下
膳
、
洗
い
物

を
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
行
い
、「
毎

日
動
く
こ
と
が
健
康
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」と
笑
顔
を
見
せ
ら
れ
ま
す
。

■
今
の
楽
し
み

　
一
番
の
楽
し
み
は
、茨
城
に
住

む
お
孫
さ
ん
に
会
う
こ
と
。 

思

い
出
を
語
る
と
き
の
優
し
い
表

情
か
ら
、
家
族
を
大
切
に
し
て

こ
ら
れ
た
人
生
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

■
取
材
を
終
え
て

　
穏
や
か
な
語
り
の
中
に
、
祖

母
の
愛
情
と
結
婚
後
、
家
族
の

温
か
さ
に
支
え
ら
れ
た
人
生
の

深
み
を
感
じ
ま
し
た
。 

施
設
で

は
１
０
０
歳
に
な
ら
れ
る
上
田

さ
ん
の
話
し
相
手
に
な
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。誰
に
で
も
優
し

い
そ
の
姿
勢
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。　
　
（
本
部 

藤
田
）

生
を
丁
寧
に
歩
ん
で
き
た
方
な

ら
で
は
の
深
い
感
謝
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。弟
さ
ん
と
一
緒

に
過
ご
せ
る
今
の
生
活
が
、こ
れ

か
ら
も
穏
や
か
で
温
か
い
時
間

と
な
り
ま
す
よ
う
に
願
い
ま
す
。

▼左より山下さん、上田さん
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90
▼
タ
テ
、ヨ
コ
の《
カ
ギ
》に
従
っ
て
マ
ス
目
に
言
葉

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。タ
テ
、ヨ
コ
で
漢
字
の
読

み
は
違
っ
て
い
ま
す
。す
べ
て
の
マ
ス
を
埋
め
終

わ
っ
た
ら
、二
重
マ
ス
の
中
の
文
字
を
並
べ
替
え

て
、〈
ヒ
ン
ト
〉に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
作
っ
て
く

だ
さ
い
。そ
れ
が
答
え
で
す
。

〈
ヒ
ン
ト
〉

〈
答
え
〉

□
□
□
□
□

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

ロスク ワ ド パー ズル

前回の答（№89） （
ギ
オ
ン
ヤ
マ
カ
サ
）

◎
完
成
し
た
言
葉
と「
ひ
ゃ
く
さ
い
」の
感

想
な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
、「
ふ
く
し
生

協
・
広
報
委
員
会
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

係
」ま
で

　月

　日
必
着
。ま
た
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
の
ご
回
答
も
可
能
で
す
。 

■
前
回
の
答
え
は「
祗
園
山
笠
」で
し
た
。

10

10

15

■
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
左
記
10
名
に

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
５
０
０
円
券
を
お
送
り

い
た
し
ま
し
た
。

9

13
　
▼
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く
企
画

（
Ｐ
９
）
に
ス
マ
ホ
教
室
が
載
っ
て

い
ま
し
た
。教
室
の
友
達
と
ラ
イ
ン

の
や
り
取
り
や
、
写
真
を
送
り

あ
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　「
ひ
ゃ
く
さ
い
」
へ
の
投
稿
も
で

き
る
ペ
ー
ジ
を
こ
の
サ
イ
ト
に

作
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
も
っ
と
投

稿
も
増
え
る
ん
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
、
歳
を
と
っ
て
外
出
も
減

る
だ
け
に
家
に
い
て
使
え
る
道
具

利
用
し
て
欲
し
い
で
す
。

（
宗
像
市
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
）

　
▼
ひ
ゃ
く
さ
い
を
毎
回
楽
し
み

に
待
っ
て
い
ま
す
。総
会
の
開
催
に

あ
た
り
色
々
皆
々
様
の
ご
苦
労
が

伺
え
、
と
て
も
読
め
る
幸
せ
を
感

じ
ま
し
た
。私
達
も
出
来
る
事
を

協
力
し
な
い
と
い
け
な
い
と
痛
感

し
て
い
ま
す
。

（
行
橋
市
・
古
門
　
文
江
）

　
▼
消
費
税
廃
止
へ
の
道
を
探
る

の
講
座
は
大
変
良
か
っ
た
。高
市

首
相
に
よ
る
食
料
品
の
み
期
間
限

定
１
％
削
減
は
欺
瞞
的
で
あ
る
。

当
面
は
一
律
５
％
に
削
減
し
て
、

そ
の
後
廃
止
す
る
の
が
国
民
全
体

の
利
益
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
ま

し
た
。

（
直
方
市
・
相
良
　
彰
照
）

　
▼
消
費
税
廃
止
。食
料
品
消
費

税
問
題
は
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。

　
今
回
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
、
苦
戦

し
ま
し
た
。Ａ
Ｉ
の
力
を
借
り
て

解
け
ま
し
た
。

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
Ｓ
・
Ｓ
）

　
▼
所
得
格
差
　
ひ
ろ
が
る
ば
か

り
。（

福
岡
市
早
良
区
・
匿
名
希
望
）

　
▼
名
物
の
祇
園
山
笠
で
す
が
、疫

病
退
散
、
無
病
息
災
、
町
の
繁
栄
へ

の
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す

ね
。あ
り
が
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

（
北
九
州
市
小
倉
南
区
・
谷
田
　
悦
子
）

　
▼
頭
の
体
操
に
役
立
っ
て
ま
す
。

（
飯
塚
市
・
甲
斐
田
　
稔
）

　
▼
梅
雨
も
明
け
毎
日
暑
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
。水
分
補
給
を
と

り
、
こ
の
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。次
回
の
９
月
号
ま
で
ま
だ
暑

い
夏
が
続
い
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。

四
季
が
な
く
な
り
二
季
に
な
っ
て

い
く
よ
う
な
今
日
こ
の
頃
で
す
。こ

れ
に
た
え
ら
れ
る
身
体
を
作
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
・
板
山
　
一
子
）

　
▼
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
ご

利
用
者
様
達
の
な
ん
と
も
幸
せ
そ

う
な
お
顔
い
い
で
す
ね
ー
い
い
で

す
ね
ー
。各
事
業
所
の
ぬ
く
も
り

も
伝
わ
っ
て
き
て
ス
テ
キ
！
何
が

起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
日
々
、
と

に
か
く
今
日
生
き
ち
ょ
る
だ
け
で

丸
も
う
け
で
す
よ
。

（
水
巻
町
・
江
上
　
淑
子
）

ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
様 

（
宗
像
市
）

板
山
　
一
子
様 

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

谷
田
　
悦
子
様 

（
北
九
州
市
小
倉
南
区
）

こ
ま
や
み
様
　 

（
福
岡
市
南
区
）

古
門
　
文
江
様 

（
行
橋
市
）

江
上
　
淑
子
様 

（
水
巻
町
）

小
家
野
　
勇
様 

（
北
九
州
市
八
幡
東
区
）

甲
斐
田
　
稔
様 

（
飯
塚
市
）

中
西
　
紘
二
様 

（
福
岡
市
南
区
）

Ｓ
・
Ｓ
様
　 

　  （
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

　８
月
23
日
、夏
休
み
に
合
わ
せ
、

直
方
葬
祭
大
ホ
ー
ル
に
て
劇
団

風
の
子
中
部
に
よ
る
舞
台
「
ぱ

ら
り
っ
と
せ
」を
開
催
し
ま
し

た
。 

岐
阜
の
伝
統
工
芸
を
舞
台
に

取
り
入
れ
、お
手
玉
や
傘
回
し
、

三
味
線
語
り
で
紡
ぐ
民
話
「
は

な
さ
か
こ
ぞ
う
」な
ど
、昔
あ
そ

び
の
技
と
軽
快
な
テ
ン
ポ
で
魅

せ
る
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
３
歳
の
お
子
さ
ん
か

ら
90
代
の
高
齢
者
ま
で
、総
勢
115

名
が
参
加
。 

高
齢
者
の
方
々
は

「
昔
は
こ
ん
な
遊
び
を
し
て
い
た

ね
」と
懐
か
し
み
な
が
ら
楽
し
ま

れ
、子
ど
も
達
は
初
め
て
見
る
伝

統
の
技
に
驚
き
つ
つ
も
、興
味
深

く
観
劇
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、熊
本
支
援
募
金
に
も
多
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抜
け
出
し
て
逃
げ
る
こ
と
。

旅
先
で
泊
ま
る
所
。

１
ｇ
の
千
倍
。

一
人
ひ
と
り
の
名
を
呼
び
、
全
員
居
る
か
を

確
か
め
る
こ
と
。

海
水
浴
場
で
食
事
や
休
憩
を
と
る
た
め
の

施
設
で
す
。

物
事
を
比
較
・
判
定
す
る
と
き
の

基
礎
に
な
る
よ
り
ど
こ
ろ
。

募
集
に
応
じ
て
申
し
込
む
こ
と
。

「
○
○
○
者
」

３
．１
４
１
５
９
２
６…

＝
円
周
○
○
。

鉄
板
な
ど
に
卵
を
割
り
落
と
し
、

黄
身
を
破
ら
ず
に
焼
い
た
も
の
。

無
線
操
縦
で
飛
行
す
る
小
型
無
人
機
。

付
き
添
い
、
拘
束
・
監
視
し
な
が
ら

他
の
場
所
に
送
り
届
け
る
こ
と
。

海
水
浴
場
で
、
そ
の
年
初
め
て
水
泳
な
ど
を

公
式
に
許
す
日
。

自
動
車
で
事
故
を
起
こ
し
て
い
な
い
こ
と
。

敵
の
陣
地
や
、
や
し
き
に
攻
め
込
む
こ
と
。

植
物
な
ど
か
ら
抽
出
し
た
エ
キ
ス
・
精
油
。

バ
ニ
ラ
が
有
名
。

お
団
子
と
ス
ス
キ
を
飾
り
ま
し
ょ
う
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こ
ど
も
劇
場
を
開
催
し
ま
し
た

く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、世

代
を
こ
え
て
温
か
い
交
流
が
生
ま

れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

ふ
く
し
生
協
で
は
、こ
れ
か
ら
も

地
域
の
多
世
代
が
つ
な
が
る
場
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
組
織
運
動
担
当
理
事
　
松
本 

弦
）
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▼
タ
テ
、ヨ
コ
の《
カ
ギ
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っ
て
マ
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目
に
言
葉

を
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だ
さ
い
。タ
テ
、ヨ
コ
で
漢
字
の
読

み
は
違
っ
て
い
ま
す
。す
べ
て
の
マ
ス
を
埋
め
終

わ
っ
た
ら
、二
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マ
ス
の
中
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文
字
を
並
べ
替
え

て
、〈
ヒ
ン
ト
〉に
ふ
さ
わ
し
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葉
を
作
っ
て
く

だ
さ
い
。そ
れ
が
答
え
で
す
。

〈
ヒ
ン
ト
〉

〈
答
え
〉

□
□
□
□
□

《
タ
テ
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ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

ロスク ワ ド パー ズル
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ギ
オ
ン
ヤ
マ
カ
サ
）

◎
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葉
と「
ひ
ゃ
く
さ
い
」の
感

想
な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
、「
ふ
く
し
生

協
・
広
報
委
員
会
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

係
」ま
で

　月

　日
必
着
。ま
た
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
の
ご
回
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も
可
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で
す
。 

■
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園
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Ｐ
９
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友
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ラ
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や
り
取
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や
、
写
真
を
送
り

あ
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　「
ひ
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さ
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」
へ
の
投
稿
も
で

き
る
ペ
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ジ
を
こ
の
サ
イ
ト
に

作
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て
い
た
だ
け
た
ら
、
も
っ
と
投
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も
増
え
る
ん
で
は
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い
で
し
ょ
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か
？
、
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を
と
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て
外
出
も
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だ
け
に
家
に
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使
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る
道
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利
用
し
て
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し
い
で
す
。
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像
市
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
）

　
▼
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く
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を
毎
回
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み

に
待
っ
て
い
ま
す
。総
会
の
開
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に

あ
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り
色
々
皆
々
様
の
ご
苦
労
が

伺
え
、
と
て
も
読
め
る
幸
せ
を
感

じ
ま
し
た
。私
達
も
出
来
る
事
を

協
力
し
な
い
と
い
け
な
い
と
痛
感

し
て
い
ま
す
。
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行
橋
市
・
古
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文
江
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▼
消
費
税
廃
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へ
の
道
を
探
る

の
講
座
は
大
変
良
か
っ
た
。高
市

首
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に
よ
る
食
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品
の
み
期
間
限

定
１
％
削
減
は
欺
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的
で
あ
る
。

当
面
は
一
律
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に
削
減
し
て
、

そ
の
後
廃
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す
る
の
が
国
民
全
体

の
利
益
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
ま

し
た
。
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直
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市
・
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彰
照
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▼
消
費
税
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品
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税
問
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は
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
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今
回
の
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ス
ワ
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ド
、
苦
戦

し
ま
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た
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の
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を
借
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て

解
け
ま
し
た
。
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市
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幡
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・
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ン
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ム
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▼
所
得
格
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ひ
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る
ば
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り
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市
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・
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名
希
望
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▼
名
物
の
祇
園
山
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で
す
が
、疫
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退
散
、
無
病
息
災
、
町
の
繁
栄
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の
思
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が
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め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
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。あ
り
が
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

（
北
九
州
市
小
倉
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・
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田
　
悦
子
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▼
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の
体
操
に
役
立
っ
て
ま
す
。
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飯
塚
市
・
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斐
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稔
）

　
▼
梅
雨
も
明
け
毎
日
暑
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
。水
分
補
給
を
と

り
、
こ
の
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。次
回
の
９
月
号
ま
で
ま
だ
暑

い
夏
が
続
い
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。

四
季
が
な
く
な
り
二
季
に
な
っ
て

い
く
よ
う
な
今
日
こ
の
頃
で
す
。こ

れ
に
た
え
ら
れ
る
身
体
を
作
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
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北
九
州
市
八
幡
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区
・
板
山
　
一
子
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▼
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
ご

利
用
者
様
達
の
な
ん
と
も
幸
せ
そ

う
な
お
顔
い
い
で
す
ね
ー
い
い
で

す
ね
ー
。各
事
業
所
の
ぬ
く
も
り

も
伝
わ
っ
て
き
て
ス
テ
キ
！
何
が

起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
日
々
、
と

に
か
く
今
日
生
き
ち
ょ
る
だ
け
で

丸
も
う
け
で
す
よ
。

（
水
巻
町
・
江
上
　
淑
子
）

ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
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宗
像
市
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板
山
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市
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幡
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谷
田
　
悦
子
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小
倉
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ま
や
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市
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門
　
文
江
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野
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東
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市
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中
西
　
紘
二
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（
福
岡
市
南
区
）
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・
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様
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北
九
州
市
八
幡
西
区
）
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月
23
日
、夏
休
み
に
合
わ
せ
、

直
方
葬
祭
大
ホ
ー
ル
に
て
劇
団

風
の
子
中
部
に
よ
る
舞
台
「
ぱ

ら
り
っ
と
せ
」を
開
催
し
ま
し

た
。 

岐
阜
の
伝
統
工
芸
を
舞
台
に

取
り
入
れ
、お
手
玉
や
傘
回
し
、

三
味
線
語
り
で
紡
ぐ
民
話
「
は

な
さ
か
こ
ぞ
う
」な
ど
、昔
あ
そ

び
の
技
と
軽
快
な
テ
ン
ポ
で
魅

せ
る
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
３
歳
の
お
子
さ
ん
か

ら
90
代
の
高
齢
者
ま
で
、総
勢
115

名
が
参
加
。 

高
齢
者
の
方
々
は

「
昔
は
こ
ん
な
遊
び
を
し
て
い
た

ね
」と
懐
か
し
み
な
が
ら
楽
し
ま

れ
、子
ど
も
達
は
初
め
て
見
る
伝

統
の
技
に
驚
き
つ
つ
も
、興
味
深

く
観
劇
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、熊
本
支
援
募
金
に
も
多
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抜
け
出
し
て
逃
げ
る
こ
と
。

旅
先
で
泊
ま
る
所
。

１
ｇ
の
千
倍
。

一
人
ひ
と
り
の
名
を
呼
び
、
全
員
居
る
か
を

確
か
め
る
こ
と
。

海
水
浴
場
で
食
事
や
休
憩
を
と
る
た
め
の

施
設
で
す
。

物
事
を
比
較
・
判
定
す
る
と
き
の

基
礎
に
な
る
よ
り
ど
こ
ろ
。

募
集
に
応
じ
て
申
し
込
む
こ
と
。

「
○
○
○
者
」

３
．１
４
１
５
９
２
６…

＝
円
周
○
○
。

鉄
板
な
ど
に
卵
を
割
り
落
と
し
、

黄
身
を
破
ら
ず
に
焼
い
た
も
の
。

無
線
操
縦
で
飛
行
す
る
小
型
無
人
機
。

付
き
添
い
、
拘
束
・
監
視
し
な
が
ら

他
の
場
所
に
送
り
届
け
る
こ
と
。

海
水
浴
場
で
、
そ
の
年
初
め
て
水
泳
な
ど
を

公
式
に
許
す
日
。

自
動
車
で
事
故
を
起
こ
し
て
い
な
い
こ
と
。

敵
の
陣
地
や
、
や
し
き
に
攻
め
込
む
こ
と
。

植
物
な
ど
か
ら
抽
出
し
た
エ
キ
ス
・
精
油
。

バ
ニ
ラ
が
有
名
。

お
団
子
と
ス
ス
キ
を
飾
り
ま
し
ょ
う

2

6

読  

者  

の  

声
（
敬
称
略
）
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ア シ コ ギ

ボ

カ

サ ヤ

ミ

ク シ

ツ キ

キテ

ワ ク

エ

ユ ビ ユジ ツ ゴ

バ

ン

ン

シ ト ウ

カ

ハ チ

ゾ ク オ

3

6

7 8

13

こ
ど
も
劇
場
を
開
催
し
ま
し
た

く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、世

代
を
こ
え
て
温
か
い
交
流
が
生
ま

れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

ふ
く
し
生
協
で
は
、こ
れ
か
ら
も

地
域
の
多
世
代
が
つ
な
が
る
場
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
組
織
運
動
担
当
理
事
　
松
本 

弦
）
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好きなまちでいきいきと暮らし、住み慣れたまちで安心して老いたい

（12）

　直方市にふくし生協が誕生したのは今から 

28年前のことです。介護保険開始前夜であり、こ

れからの高齢者の行く末を案じた先輩の方たち

が、「いつまでも高齢者が元気に働き、住み慣れ

た地域でいきいきと助け合いながら生きていき

たい」との願いで、鞍手町と高齢者事業団の共催

でヘルパー２級養成講座をスタートしました。

『介護に困っているニーズに応えたい、いつまでも主婦が特技を活かして働き続けることが

でき、地域の役にも立てる、住み慣れた地域で仕事ができる場所』として発足しました。これ

まで別の仕事をしていた先輩たちが、ヘルパー事業所へ舵を切り、ゆめはうすが作られました。

　私は事業所が出来て一年後に菅原豊さん（当時の理事）が、我が家の玄関に立っていて、『ふ

くし生協に入って仲間として働いてほしい』と言われて働くことになりました。当時は介護を

勉強しながら、運営委員会に参加して、組合員、理事さんら役員の思いや熱意に触れ、感銘を

受け、活動にのめりこみました。

　菅原さんが、『ふくし生協はね、大きくなるよう～』『私の団地にひとりぼっちの高齢者がいない

ようにしたいなあ』と明るく夢とロマンを語らっていた、いつもの笑顔が忘れられません。昨年、

奥さんの清美さんとともに他界されてしまいましたが、そうした思いのつまった直方事業所に

て清美さんをお看取りすることができ、豊さんも清美さんへの献身的介護をされてから旅立た

れました。その熱い思いはこれからのふくし生協を担う職員へ伝えていきたいと思います。

ふくし生協誕生ものがたり
▲ほのぼの消しゴム版画作品（版：加治美千代　字：鶴田輝子）

2016年  直方事業所  支部運営委員会

（１） 応募作品は応募者本人が制作した未発表のオリジナル作品に限ります。
（２） 既存のキャラクター、ロゴ、イラスト等に類似・依拠した作品は応募できません。
（３） 応募点数に制限はありませんが、1応募につき1作品とします。
（４） 応募作品の作画方法は問いませんが、AI等の生成ツールで作成された画像、他者が作成した素材を組み
　　 合わせた作品、またはそれらの一部を利用した作品は応募できません。
（５） 選定後、お送りいただいた作品の著作権は全てふくし生協へ帰属します。

ふくし生協では、法人の想いをより多くの方に親しみやすく伝えることを目的として、法人PRオリジナル
キャラクター のデザインおよび名称を募集します。採用されたキャラクターはSNSや送迎車装飾等、さ

まざまな場面で広く活用する予定です。ふくし生協のイメージや価値観が伝わるもの・幅広い世代に親しまれるもの・各
種印刷物、ホームページ、グッズなどに活用できるものを満たすキャラクターを募集いたします。是非ご応募ください！

ふくし生協 新法人PRオリジナルキャラクター募集ふくし生協 新法人PRオリジナルキャラクター募集
１ 目 的

３ 賞

５ 応 募 方 法

２ 募 集 期 間

４ 応 募 規 定 お よ び 注 意 事 項

2026年9月18日（金）～2026年11月30日（月）

最優秀賞（マスコットキャラクター採用作品１点） 1名　賞金2万円

福岡県福岡市博多区中洲5-1-22-6F
ふくし生協本部事務局「法人キャラクター選考委員会」宛へ郵送
または　右QRの専用フォームより回答（googleアカウントの作成が必要です）

高齢者が輝く地域を目指して
～ゆめはうす・職種転換で事業所をスタート～

　ふくし生協が歩んできた歴史には多くの方々の力がありました。今号よりふくし生

協の立ち上げにご尽力していただいた創設期の貴重な証言を、次の世代にその思

いや情熱を引き継いでいけるよう、特集連載にて紡いでまいります。

理事　田代 直世

（２） 応募先

（１） 応募作品について

専用フォーム

①作品の正面・背面・横面のデザインを提出してください。
　※三面が望ましいですが、正面・背面の2面のみでも応募可とします。
②応募フォームの各欄には漏れのないようにご記入ください。
③データ形式：jpg/png/pdfのいずれかの画像データ、10MB以下、A4サイズ以内
　※手描き作品はスマートフォンの撮影画像または郵送でも可 
④ファイル名に名前をご記載ください。（例：fukushi sasae.jpg） 


